
市民のうこ、き

昭和62年12月31日現在

人口 39，964人 (十57)

男 19，114人 (+23)

女 20，850人(十34)

世帯数 12，801世帯 (十17)
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手
ま
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

寿穂さん

「
贈
っ
た
相
手
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ

と
が
一
番
の
楽
し
み
。
お
礼
状
も
引
き

出
し
一
杯
た
ま
リ
ま
し
た
し
と
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
話
す
の
は
、
新
〈
合
の
橋
本

寿
穂
さ
ん
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
手
ま
リ
作
リ
を

始
め
、
今
ま
で
に
約
五
千
個
を
作
っ
て
、

無
料
で
市
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

若
い
と
き
に
ご
主
人
を
て
く
さ
れ
、

女
手
一
つ
で
子
供
た
ち
を
育
で
で
き
ま

し
た
が
、
農
作
業
も
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
に
、
恵
子
さ
ん
が
手
ま
り
を
作
っ

た
ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

家
族
み
ん
な
が
材
料
の
モ
ミ
ガ
ラ
を

集
め
る
な
ど
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

お
手
伝
い
。
一
日
一
個
の
ペ
ー
ス
で
手

ま
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
好
き
な
こ
と
を
し
て
喜
ん
で
も
ら

え
る
な
ら
し
と
元
気
に
手
ま
り
作
リ
に

励
ん
で
い
ま
す
。
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く12月定例市議会〉
第
二

O
五
固
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま

で
十
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
補
正
予
算
八
件
、
条
例
改
正
三
件
、

人
事
案
件
一
件
、
そ
の
他
三
件
の
計
十
五
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
各
四
人
が
選

挙
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
近
田
市
長
は
次
の

よ
う
に
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

国
に
お
い
て
は
、
内
需
の
積
極
的
拡

大
な
ど
を
図
る
「
緊
急
経
済
対
策
」
が

策
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
に
お
い
て
も
、
公
共
事
業
の

拡
大
、
市
単
独
事
業
の
早
期
予
算
化
を

推
進
し
、
今
ま
で
の
議
会
で
、
今
年
度

計
画
し
て
い
る
諸
施
策
の
予
算
化
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以

降
に
財
源
の
見
通
し
が
つ
い
た
「
地
域

農
政
の
推
進
」
、
「
生
活
環
境
の
整
備
」

を
中
心
に
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
施

設
の
防
災
対
策
の
た
め
非
常
通
報
装
置

の
設
置
、
農
産
物
処
理
加
工
場
の
整
備
、

金
子
座
繰
り
製
糸
機
械
の
購
入
、
公
共

下
水
道
事
業
認
可
設
計
委
託
料
な
ど
で

す。
こ
の
ほ
か
、
家
族
旅
行
村
の
整
備
、

社
会
教
育
の
充
実
な
ど
に
も
必
要
な
補

正
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
財
政
の
健
全
な
均
衡
を
凶

り
な
が
ら
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
積
極

的
に
対
処
す
る
考
え
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
で
、
各
会
計
の
予
算
規

模
は
、
次
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の
は

O
一
般
会
計

民
生
費

V
非
常
通
報
装
置
設
置
に
百

九
十
万
円
(
大
川
学
園
、
清
和
国
、
育

成
圏
、
と
み
す
寮
の
四
施
設
)

農
林
水
産
業
費

V
山
村
振
興
農
林
漁

業
対
策
事
業
に
一
千
百
二
十
万
円
(
宇

昭和62年度の予算規模(12月補正まで)

予 算 12月補正

一般会計 101億7，253万円 2億2，069万円 103j章9，322万円

特別会計 491，意9、325万円 75万円 49j童9，400万円

企業会計 18億9，618万円 I憶2，341万円 20億1，959万円

合計 170億6，196万円 3(，意4，485万円 174億 681万円

和
川
1
大
貸
地
区
農
道
整
備

)γ
一一釜口

地
区
農
産
物
処
理
加
工
場
施
設
設
置
事

業
に
四
千
三
百
六
十
七
万
円
(
総
事
業

費
約
七
億
円
、
昭
和
六
十
二

1
六
十
四

年
度
)

V
林
業
構
造
改
善
事
業
に
一
千

四
百
十
三
万
円
(
林
道
、
作
業
道
開
設
)

商
工
費

V
金
子
座
繰
り
製
糸
機
械
撤

去
工
事
及
び
機
械
購
入
費
に
九
十
七
万

円土
木
費

V
公
共
下
水
道
事
業
認
可
設

計
委
託
料
(
肱
南
地
区
田
上
回
)
に
一
千

七
百
二
十
四
万
円

V
緑
の
ま
ち
づ
く

り
促
進
事
業
(
冨
士
山
公
園
ツ
ツ
ジ
植

栽
)
に
百
万
円

V
家
族
旅
行
村
整
備

事
業
(
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
実
施
設
計
委

託
料
)
に
三
百
十
五
万
円

教
育
費
生
活
文
化
若
者
塾
開
設
モ
デ

ル
事
業
に
四
十
三
万
円

V
災
害
復
旧
費
折
尾
農
道
外
七
ヵ
所

災
害
復
旧
事
業
に
一
千
七
百
万
円

条

例

関

係

(企業会計は収益ー資本的支出の合計)

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給

条
例
の
一
部
改
正

生
活
相
談
員
、
大
洲
学
園
嘱
託
医
の

報
酬
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

V
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
V
大
洲
市
税
条
例
の
一
部
改
正

人

事

案

件

V
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任任
期
満
了
に
よ
り
、
後
任
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も

の
で
す
。

委
員
は
次
の
人
で
す
。
(
敬
称
略
)

V

梶
谷
繁
一
(
五
十
四
歳
、
大
洲

市
西
大
洲
、
再
)

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
い
、
選
挙
管
理
委
員

及
び
補
充
員
各
四
人
を
選
挙
し
た
も
の

で
す
。新
し
い
選
挙
管
珂
委
員
、
補
充
員
は

次
の
人
で
す
。
(
敬
称
略
)

選
挙
管
理
委
員

O
赤
坂
繁
樹
(
野
田
・
七
十
一
九
歳
)
再

O
保
積
侍
(
西
大
洲
・
ヒ
ト
-
歳
)
再

O
大
野
忠
直
(
菅
田
・
七
十
歳
)
新

O
松
本
孝
義
(
大
洲
・
六
十
一
一
歳
)
新

補
充
員

O
横
田
等
(
五
郎
・
七
十
A

一
歳
)

。
橋
田
盛
輝
(
土
須
戒
・
五
十
一
九
歳
)

O
一
一
宮
俊
夫
(
中
村
・
六
十
八
歳
)

O
袖
同
光
徳
(
新
谷
・
六
十
八
歳
)

2 
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小
回
り
の
利
く
吃
メ
ー
ト
ル
級

ビ
ル
火
災
に
備
え
る
た
め
、
大
洲
地

区
広
域
消
防
事
務
組
合
(
組
合
長
・
近

田
宮
一
秋
大
洲
市
長
)
は
、
十
二
月
十
日

に
十
二
口
級
の
ハ
シ
ゴ
付
き
消
防
自
動

車
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
ハ
シ
ゴ
車
は
、
排
気
量
三
、
六

o
o
q
百
馬
力
で
総
重
量
は
約
六
ト

ン
。
全
長
六
・
四
五
目
、
全
幅
一
・
八

九
日
、
全
高
三
・
五
日
で
乗
車
定
員
は

三
人
で
す
。

ハ
シ
ゴ
は
三
連
式
で
、
伸
ば
す
と
十

こ
れ
に
な
り
、
四
、
五
階
ま
で
の
ピ
ル

火
災
に
対
応
で
き
、
酸
素
呼
吸
器
、
油

圧
カ
ッ
タ
ー
、
放
水
銃
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。

購
入
金
額
は
、

で
す
。消
防
事
務
組
合
で
は
、
導
入
す
る
際
、

も
っ
と
大
型
の
ハ
シ
ゴ
車
も
検
討
し
て

み
ま
し
た
が
、
管
内
の
状
況
で
は
大
型

の
ハ
シ
ゴ
車
を
導
入
し
て
も
狭
い
道
に

入
れ
な
い
な
ど
機
動
性
に
問
題
が
あ
っ

た
た
め
、
小
回
り
の
利
く
十
二
日
級
の

も
の
を
選
択
し
ま
し
た
。

同
組
合
の
管
内
に
は
、
三
階
建
て
以

上
の
建
物
が
、
四
百
四
十
三
軒
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
ハ
シ
ゴ
車
で
、
そ
の
う
ち

九
九
%
に
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す。
同
組
合
で
は
、
初
め
て
の
ハ
シ
ゴ
車

と
あ
っ
て
、
さ
っ
そ
く
職
員
ら
は
操
作

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
十
二

勺

J

草
本
れ

υ
耳里

中
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い
白

山
ド
一
防
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一
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消

、
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たし入導企

一
千
七
百
三
十
万
円

昭和63年2月1日

月
中
に
操
作
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
そ
の

後
は
、
実
際
に
三
階
建
て
以
上
の
ピ
ル

で
防
火
、
救
助
訓
練
を
行
い
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

十
二
月
五
日
に
は
、
大
洲
市
で
初
め

て
の
ピ
ル
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

今
後
の
ピ
ル
火
災
に
は
、
ハ
シ
ゴ
車
が

そ
の
威
力
を
発
揮
し
そ
う
で
す
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を

ご
存
知
で
す
か

民
間
の
自
主
防
災
組
織
の
中
に
は
、

家
庭
の
主
婦
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
防
火
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
に
は
現
在
九
地
区
で
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
千
五
百
十
九

人
が
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
が
何
の
目
的
で
つ
く
ら
れ
る
か
ご

存
知
で
す
か
。

毎
年
、
我
が
国
で
発
生
す
る
火
災
の

う
ち
、
約
半
数
は
住
宅
か
ら
出
火
し
て

お
り
、
家
庭
の
防
火
の
面
か
ら
み
る
と
、

日
ご
ろ
家
庭
で
火
気
を
取
り
扱
う
機
会

の
多
い
婦
人
の
果
た
す
役
割
は
、
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
家
庭
の
実
質
的
防

火
責
任
者
で
あ
る
婦
人
に
、
次
の
よ
う

な
防
火
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で
も
ら

い
、
火
災
の
発
生
を
少
し
で
も
減
ら
そ

う
と
考
え
結
成
さ
れ
た
の
が
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
で
す
。

①
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
の
習
得

②
火
気
設
備
、
器
具
な
ど
の
安
全
な
使

用
方
法
の
習
得

③
消
火
器
な
ど
の
使
い
方
、
通
報
、
避

難
な
ど
の
知
識
の
習
熟

婦
人
の
皆
さ
ん
、
家
族
の
大
切
な
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
大
洲
市
内
に
は
、
次
の
よ
う
な

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
防
火

に
努
め
て
い
ま
す
。

市町村 名 平才、 クフプ員数 結成年月日

田ノ久保婦人消防隊 13 日召43・7 ・1 

村島婦人防火クフブ 47 日召57・7 ・17 

新谷地区婦人防火クフブ 450 B?559・4・19

大洲
平野婦人防火クフブ 166 日召59・4 ・27 

南久米婦人防火クフブ 134 日百60・3 ・28 

大川地区婦人防火クフブ 358 B?561・2・25
柳沢婦人防火クフブ 139 B?561・4・12
上須戎婦人防火クフブ 127 H召61・12・5

二善婦人防火クフブ 85 B?562・2・8
合計 9 団体 1，519 

自
衛
隊
で
は
、
次
の
よ
う
に
自
衛
官

川
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

川
V
応
募
資
格
十
八
歳
以
上

二
十
五
歳
未
満

川
V
身
分
特
別
職
国
家
公
務
員

川
V
給
与
初
任
給
(
月
額
十
一
万
二
千

川
四
百
円
)
、
期
末
勤
勉
手
当
(
合
計
四
・

川
九
ヵ
月
分
)
、
ほ
か
各
種
手
当
を
支
給

川
V
衣
食
住
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
、

川
被
服
等
も
無
料
で
支
給
又
は
貸
与

山

V
特
別
退
職
手
当
(
任
期
制
隊
員
)

一
任
期
(
二
年
、
陸
上
)
満
了
時

百
日
分
(
四
十
一
万
六
千
円
)

一
任
期
(
三
年
、
海
上
、
航
空
)

"
百
五
十
日
分
(
六
十
四
万
九
千
円
)

川
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
大
洲
募
集
事
務

州
所
へ
。

山

岳

0
8
9
3
⑪
4
1
2
3

山
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
で
は
、
二

川
月
を
「
相
読
登
記
は
わ
済
み
で
す
か
月

川
間
」
と
定
め
、
無
料
で
相
談
を
受
け
付

川
け
ま
す
。

川
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
と
、
権

川
利
関
係
が
複
雑
と
な
り
、
ふ
の
と
で
さ
ま

川
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
固
定
資
産
税

川
評
価
額
が
評
価
換
え
と
な
り
、
登
録
免

川
許
税
負
担
も
多
大
に
な
り
ま
す
。

川
内
相
続
登
記
は
お
早
め
に
H

川
V
期
間
二
月
一
日

1
二
十
九
日

川
V
場
所
各
司
法
書
士
事
務
所

自
衛
官
募
集
中

3 
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第
六
回
大
洲
市
健
康
づ
く
り
推
進
大

会
が
十
一
月
十
八
日
、
大
洲
市
民
会
館

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
健
康
a

つ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、
市
民
の
健
康
守
つ
く
り
の
意
識
を
高

め
る
た
め
、
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
大
会
で
南
久
米
小
学
校
の

土
居
裕
幸
く
ん
ほ
か
十
九
人
の
作
品
が

入
選
し
て
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
選
し
た
標
語
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
(
文
中
敬
称
略
)

{
小
学
校
の
部
一

V
健
康
は
ぼ
く
の
わ
た
し
の
宝
で

す
(
南
久
米
小
四
年
、
土
居
祐
幸
)

V
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
族
の

輪
(
南
久
米
小
四
年
、
大
野
尚
美
)

V
健
康
守
つ
く
り
家
族
そ
ろ
っ
て
輪

に
な
っ
て
(
喜
多
小
二
年
、
新
真
由

美
)

おおず

3~1 日 -3~31 日

建設工事指名競争入札

広報

参加希望者の受け付け

V
す
き
き
ら
い
な
く
し
て
つ
よ
い
子

元
気
な
子
(
菅
田
小
二
年
、
松
本
か

わ
り
)

V
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
強
い
体
明

る
い
家
族
(
上
須
戒
小
六
年
、
青
木

美
佐
恵
)

一
中
学
校
の
部
}

V
健
康
を
家
族
で
推
進
一
、
二
、

三
(
南
中
一
年
、
兼
口
優
人
)

V
A
7
日
も
元
気
だ
ご
は
ん
が
う
ま
い

(
南
中
一
年
、
高
橋
啓
)

V
質
問
で
す
一
日
三
食
守
つ
で
る
?

(
北
中
二
年
、
竹
田
志
津
子
)

V
健
康
は
一
も
二
も
な
く
自
分
か

ら
(
北
中
二
年
、
土
居
琴
美
)

V
み
ん
な
で
健
康
そ
れ
ゆ
け
ジ
ャ

ン
プ
(
北
中
三
年
、
坂
井
康
憲
)

V
健
康
を
自
分
で
守
る
大
洲
の
子

(
北
中
三
年
、
山
田
る
み
)

昭
和
六
十
三
年
度
に
、
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
を
得
た

い
人
は
、
次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
か
ら
第
二

十
七
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
く
経
営
規

模
、
そ
の
他
経
営
に
関
す
る
事
項
の
審

査
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
昭
和
六
十
三
年
三
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日

大
洲
市
役
所
建
設
部

受
付
場
所

V
健
康
で
元
気
な
大
洲
つ
く
ろ
う

よ
(
平
野
中
一
年
、
徳
田
典
之
)

V
市
の
発
展
ま
ず
は
み
ん
な
で
健

康
守
つ
く
り
(
平
野
中
二
年
、
近
藤
尚

人
)
γ冗
気
か
な
?
私
の
か
ら
だ
に
よ

び
か
け
る
(
平
野
中
三
年
、
山
田
エ

V
健
康
は
自
分
が
つ
く
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
(
肱
東
中
三
年
、
西
谷
さ
お
り
)

一
一
般
の
部
}

V
健
や
か
に
老
い
て
明
る
い
町
守
つ

く
り
(
阿
蔵
、
歌
原
栄
)

V

一
日
ひ
と
汗
さ
わ
や
か
人
生

(
高
山
、
兵
頭
慎
太
郎
)

V
万
歩
計
さ
げ
て
笑
顔
の
朝
歩
き

(
阿
蔵
、
歌
原
ト
シ
エ
)

V
検
診
は
健
康
守
る
羅
針
盤

(
高
山
、
白
石
虎
雄
)

V
ま
ず
険
診
健
康
守
つ
く
り
あ
な
た

が
主
役
(
森
山
、
寄
町
勇
斉
)

(
順
不
同
)

建
設
課

※
詳
し
く
は
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
O

E
⑪
2
1
1
1
内
線
3
5
0

⑧
 

「
福
祉
に
か
け
て
、
福
祉
に
終
わ
り

た
い

Li---昭
和
六
十
三
年
愛
媛
新
聞

社
賞
を
受
賞
さ
れ
た
太
田
さ
ん
は
、
現

在
の
心
境
を
こ
う
語
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
か
ら
現
在
ま
で
、
大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
務
め
、

昭
和
五
十
四
年
に
は
、
障
害
の
あ
る
人

や
寝
た
き
り
老
人
の
た
め
の
入
浴
サ
i

太

ビ
ス
を
実
施
、
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年

度
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
、
指
導
者
の
養
成
や

組
織
守
つ
く
り
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
「
イ
ギ
リ
ス
や
ス
イ
ス
な
ど
で
は
、

宗
教
と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
が

あ
り
、
奉
仕
活
動
に
長
い
伝
統
が
あ
る
。

日
本
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
理
解
が
薄
く
、
経

済
大
国
で
は
あ
っ
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
わ
い
て
は
後
進
国
と
身
に
し
み
て
感

田

清

虞
さ
ん

(
若
宮
、

八
十
三
歳
)

熱てた話打ががわ 設い介隣轟轟轟轟轟羅道義轟聾轟轟轟轟轟醐を くラかしヰじ
意 、がにちな二孫奥がに護校繁轟聾轟轟轟韓議議轟轟轟轟轟轟聾豊富充太りンなで主主主t
l土悔 、な込く家ささあ話の臨J誼謹瞳聾聾轟轟韓議議轟轟轟轟轟轟蓮欝曹実田にテいボに υ 

衰いこらめ 、族んんれし人轟譲瞳聾盟聾轟轟轟轟議轟轟轟轟轟覇誕聾輔・さ励イとラ対し
Jえのれなるおのの(ば合や由臨串臨時園鳴時穏轟塁後溺欄犠額置盟富醐越田拡んしんアし、ン応か
をなかい。かこ五初 L え障つ殊ーどかな入る入槽 大のでのけテす L
みいらと私げと人美と交害ても浴番にしかのが j谷をつす夢い必なイる 、
せ仕もい白てもてもてもさ訴流のも槽喜は、 }I頂希、サ使施るはま要いアたこ
ま事福け身社は暮んえであ人がぱ入寝番望ー!わ設こ、す性 L のめれ
せを祉なが会心ら)まきる浴二れ浴たががカピせにと入。をと芽にか
んし活いも福配しとする人てもってサ切こあ月スてあ。浴 説各をはら
。た動年う祉すて長。ょがきあい!りなりにをもる サ き地育、の
いにに人活るい男 う、、りるビのい、二しら特 l 、区て何高
L 徹なの動こま犬 なおま、。ス入。な f-でつ殊 ビ 人ででと齢
としつ世にとす婦 施互たい持がなしか八いて浴 ス づボいか化
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おおず広報昭和63年2月1日

昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
、
三
月
十
五
日
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

(
正
し
い
確
定
申
告
を
)

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
、
自

分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て

申
告
し
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制

度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
又

は一

O
パ
ー
セ
ン
ト
(
不
正
な
行
為
が

あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
四

O
パ
ー
セ

ン
ト
又
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
割
合

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
、
延
帯
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
昭
和
六
十
二
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
な
ど
の
合
計
額
が
所
得
控
除

(
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
)
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き

間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
一

千
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
と
き

な
お
、
白
色
申
告
者
で
事
業
所
得
や

山
林
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
確
定

申
告
書
に
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
よ
う
な
人

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

V

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

i
ン
な
ど
で
取
得

し
た
人
V
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

人
V
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
V
年
の

中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い

人
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
、

一
一
月
十
六
日
よ
り
前
で
も
受
け
付
け
ま

す。

※菅連 v 地蔵区~ 25多所 v 地目。洲 O相談 ま分るー額し ま年
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息 ながうは①も「 理ででーがや高う れし多場性あ竜
子七け服と夫幼の七当極決決園、らがこそでてく面のる政昨
(去れ従いにくが去時まめめ(仙れ六としいしのが人と宗年
娘のばとう従しあののるらら藩台、分で、てまつ側あ権思』の
できな忍もいてりき女これれ)の正の、倒しと室りにいを N
はまり従の、はままにとるるの大室 政室たををまつま楽 H
なりまので③親しりはでとの統藩かほ宗の。しもしいすし K
いとせ生す夫にた」「ははで治をらどの女 てちたてがみ大
)はん活。の従。な三な、な者相生の長か は、。考、に河
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産① あれ後、従とのでと、、すた和秀生 らは時さのたラ
めあ るでは②のい道しいそそる二島宗れ なこのせ中方マ
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、り わ生従てはるかか合れカす宗い禄い さ対はる女く眼

NO.ll 1 

女
性
と
人
権
(
そ
の
一
)

人
権
と
同
和
教
育

②
ふ
し
だ
ら
、
③
両
親
へ
の
反
抗
、
④

お
し
ゃ
べ
り
、
⑤
盗
癖
、
⑥
し
っ
と
心
、

⑦
不
治
の
病
気
で
、
こ
の
う
ち
の
一
つ

で
も
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
女
は

去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
と
か
し
っ
と
心
な

ど
と
い
う
も
の
に
基
準
な
ど
あ
る
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、
男
の
意

の
ま
ま
に
女
は
離
縁
さ
れ
た
の
で
す
。

お
よ
そ
人
権
な
ど
と
は
無
縁
な
、
当
時

の
女
の
姿
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
頃
の
教
育
、
宗
教
は

権
力
(
幕
府
)
に
へ
つ
ら
い
、
本
来
の

教
義
を
捨
て
て
し
ま
っ
で
、
こ
の
不
合

理
な
差
別
を
批
判
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

岡
山
藩
に
仕
え
た
熊
沢
蕃
山
(
中
江

藤
樹
の
高
弟
)
は
『
女
訓
書
』
の
中
で
、

「
男
に
は
い
っ
こ
う
に
勢
虚
多
く
、
女

に
う
つ
け
は
ま
れ
な
り
。
俗
に
あ
ほ
う

と
い
う
も
、
女
の
あ
ほ
う
は
男
の
あ
ほ

う
ほ
ど
に
は
な
き
も
の
な
り
し
と
書
い

て
い
ま
す
。
い
さ
さ
か
乱
暴
な
言
葉
で

は
あ
り
ま
す
が
、
男
尊
女
卑
、
女
性
差

別
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
進
歩
的
な
考

え
を
も
っ
て
い
た
蕃
山
は
、
権
力
者
か

ら
は
危
険
視
さ
れ
迫
害
さ
れ
て
、
不
遇

な
晩
年
を
送
っ
て
い
ま
す
。

女
性
開
放
の
歴
史
は
、
明
治
時
代
に

な
っ
て
、
西
洋
か
ら
民
主
々
義
の
思
想

が
入
っ
て
来
て
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。
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日目@

B巴戸

おおず

r~'" 

や
す
い
い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

V
A
7
、
紙
粘
土
の
人
形
づ
く
り
に
熱

中
し
て
い
ま
す
。
去
年
は
、
七
体
で

き
ま
し
た
。

V
大
洲
に
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
初
め

V
主
人
(
福
見
さ
ん
)
は
、
私
の
父

て
来
た
の
で
す
が
、
夜
だ
っ
た
の
で
、
親
の
職
場
で
出
合
っ
た
の
が
き
っ
か

寂

し

い

気

が

し

ま

し

た

。

け

で

知

り

合

い

ま

し

た

。

い

ろ

い

ろ

V
肱
川
橋
の
カ
ゲ
ロ
ウ
に
は
驚
き
ま
し
と
仕
事
で
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
定

た
。
あ
ん
な
に
カ
ゲ
ロ
ウ
が
発
生
す
る
期
的
に
休
み
を
と
る
よ
う
に
し
て
ほ

光
景
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
見
ま
し
た
。
し
い
で
す
o

v大
洲
で
は
、
「
お
た
べ
や
L

、
「
お
い

V
子
供
は
二
人
で
、
英
二
(
中
ニ

で
や
」
と
初
め
に
「
お
L

が
つ
い
て
で
と
学
(
小
二
一
)
に
は
、
希
望
を
挙
げ

い
ね
い
な
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の

V
も
う
大
洲
に
住
ん
で
い
る
期
聞
が
一
痛
み
が
分
か
る
、
誰
に
で
も
好
か
れ

番
長
く
な
っ
て
友
達
も
多
く
、
住
み
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
一

l
i
-
-
h
h
y
y
y
y
y
y
F
h
h
h
f
v
i
-
-
f
y
y
y
R
f
h
y
y
p
y
y
i
h
y
y
h
iド

カ
ゲ
ロ
ウ
に
は
ピ
ッ
ク
リ

奥

さ

ん

訪

問

No.80 

山
本
貞
子
さ
ん
(
阿
蔵
・
却
歳
)

V
熊
本
県
人
士
口
市
で
生
ま
れ
で
、
そ

の
後
、
北
九
州
の
若
松
、
香
川
県
三

豊
郡
な
ど
父
の
勤
務
の
関
係
で
、
い

ろ
い
ろ
な
所
に
い
っ
て
い
ま
す
。

広報

大
洲
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
(
沢
井
利

孝
会
長
)
主
催
の

η

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
ム
タ
が
十
二
月
十
日
、
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
大
洲
学
園
の

園
生
ら
四
百
二
十
五
人
が
、
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

同
会
に
は
、
大
洲
学
園
、
大
洲
育
成

園
、
大
洲
幸
楽
園
の
園
生
や
子
を
つ
な

ぐ
親
の
会
な
ど
在
宅
の
障
害
児
ら
が
参

加
、
初
め
に
、
沢
井
利
孝
会
長
か
ら
、

日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
で
頑
張
っ
た
大

洲
学
園
の
園
生
ら
八
人
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
酒
井
千
春
助
役
と
太
田
清

虞
・
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
に
な
り
、
ジ
ュ
ー
ス
と
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
園
生
ら

は
大
喜
び
。

引
き
続
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
大
洲
学
園
の
城
滝
道
夫
く
ん
が

「
浪
花
節
だ
よ
人
生
は
し
を
唄
っ
た
の

を
皮
切
り
に
、
次
々
に
の
ど
自
慢
の
園

生
ら
が
熱
唱
、
器
楽
演
奏
や
お
ど
り
も

披
露
さ
れ
、
会
場
を
わ
か
し
て
い
ま
し

た。

成人病予防週間

(2月!日-7日)

新
刊
図
書
案
内

え
ほ
ん
の
せ
か
い
・
こ
ど
も
の
せ
か

い

松

岡

享

子

著

声

は

無

け

れ

ど

丸

岡

秀

子

著

監
る
幕
末
後
藤
和
雄
・
松
本
逸
也
著

兎

の

耳

伊

達

騒

動

神

津

陽

著

坂

本

龍

馬

山

田

一

郎

著

臨

教

審

の

軌

跡

内

田

健

三

著

日

本

の

中

学

生

千

石

保

著

子
ど
も
の
成
長
と
父
親
岡
田
康
伸
編

手
紙
青
春
模
様

I
-
E
保
坂
展
人
編

ふ
た
り
の
エ
ミ
リ
l

E
・
パ
ダ
ン
テ
l
ル
著

日
本
の
食
生
活
全
集
7
農
文
協

私
の
自
然
食

R
・
ザ
ラ
イ
著

収
納
を
考
え
る
本
松
下
電
工
編

住

ま

い

考

三

菱

商

事

編

愛
犬
の
く
ん
れ
ん
百
科
愛
犬
の
友
編

見
え
な
い
都
市

I
・
カ
ル
ヴ
ィ
l
ノ
著

仏
像
の
見
分
け
方
西
村
公
朝
著

木

版

画

佐

藤

米

次

郎

著

型

染

高

木

明

子

著

実
力
と
は
何
か
羽
佐
間
正
雄
著

兄

の

ト

ラ

ン

ク

宮

津

清

六

著

句
会
で
会
っ
た
人
戸
板
康
二
著

影
の
人
藤
堂
高
虎
徳
永
真
一
郎
著

総

門

谷

高

橋

克

彦

著

階

段

の

あ

る

空

日

野

啓

三

著

夏

の

旅

人

森

詠

著

鞭
鞄
疾
風
録
上
・
下
司
馬
遼
太
郎
著

わ
が
想
い
を
両
の
子
に田
中
の
り
子
著

6 



おおず広報

人多

h
F
ド
ラ
イ
バ
ー
に
お
も
ち
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

町
住
l

末
・
年
始
の
交
通
事
故
を
防
ご
う
H

と
十
二
月
-
一
十
一
日
、
南
久
米
の
ゴ

ル
フ
場
横
の
国
道
日
号
で
H

交
通
茶
屋
ω

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
洲
交
通
安
全
協
会
、
推
進
協
議
会
な
ど
か
ら
約
五
十
人
が
参
加
し
て
、
っ

き
た
て
の
お
も
ち
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

昭和63年2月1日

企うまく出来たかな?年賀状
12月20日、中央公民館で第 2回なるほど教室

が聞かれ、大抄i'I小、久米小などの児童19人が参
加、年賀状の版画作りに取り組みました。

版画作りを指導したのは飯野弘子先生、中里子

麗子先生て¥参加した児童は、えとの龍を熱心
にゴム版や木版に刻んでいました。

戸喝

V 柳沢地区でしめ縄・花壇
づくり
地区の親睦と青少年の健全育成を

図るため、 12月20日、柳沢地区でしめ
縄、花壇づくりが行われ、地区内の

小、中学生約70人が、お年寄りの指

導を受けながら楽しく作業しました。

主催は柳沢地区コミュニティ推進

委員会(松本忠行会長)で、柳沢小

学校下の駐車場に、長さ約50mの花
壇が造られ、ツツジやサザンカ 220

本が植えられました。

噌瞳匙 S 

利本ヨを
ズ町、rt"

戸 ζ斗..c，

u@J)J 
五

十

初

め

市
内
の
小
・
中
学
生
五
百
五
十
人
が
参
加
し
て
一
月
六
日
、
喜
多
小
学
校
で

新
春
書
き
初
め
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
は
、
各
学
校
で
巡
回
展
示
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
参
加
し
た
小
・
中

学
生
は
で
い
ね
い
に
「
元
気
L

、
「
正
月
」
な
ど
の
課
題
文
字
を
書
き
あ
げ
ま
し
た
。

白パスは

利用しないで!
円
パ
ス
と
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
白
色
の
有
償
の
自
家
用
パ
ス
と

運
転
者
付
き
レ
ン
タ
パ
ス
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
旅
行
、
研
修
な
ど
で

白
家
用
パ
ス
に
運
賃
な
ど
を
支
払
っ

た
り
レ
ン
タ
パ
ス
を
運
転
者
什
き
で

利
用
し
た
り
す
る
の
は
、
法
律
に
違

反
し
て
お
り
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
白
パ
ス

は
、
絶
対
に
利
用
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
(
愛
媛
県
パ
ス
協
会
)

7 

昭和62年大洲市内の
交通事故

12月末現在 昨年同期

件 主主 242 257 

負傷者 303 337 

死 者 4 5 
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相
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大
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内
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成
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次
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よ
う
に
採
段
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が
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Y
V
-
ま
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ヲ

の
で
、
ご
協
力
を
お
い

実

施

日

2
月
4
日

場

所

市
立
大
洲
病
院

大
制
問
中
央
病
院
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ま
と
ぶ
ろ
の
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も
の
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土
寸

1
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寸

1
4
n
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H
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づ
か
い
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平
野
町

谷
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金
一
封
円
菅
沼
地
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版
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

原

町

西

山

総

勢

念
一
一
封
(
新
谷
地
亘
社
協
ヘ
)

新

谷

町

山

本

美

総

民
館
へ
〉

中

川

怒

金チ荻〈
τョ類物

日日

思の
ト
J¥ 
δ 

ゆ

村ー

森イ闘
士:m
区
σ3 
3喚
問
老
A ・ 2え
)罰ツ

nセ
東・!
大市
洲本

幸三 ì~草

ン
カ

ところ

歩家産児童叡相談

ど 匁 毎日の執務時間中

とごろ 大洲市樹枇事務所

砂行政組鱗

と き 2月19臼 98ギテ ~12B~予

ところ 市役所 1際会議室

くす時はまま級3794 (子'_*) ま

が枝会保険相繊

と さき 2月228 10 !lzy~-16ff寺

ところ 火之刑務工会繍所

担当訟山開社会f斜食事務所

険悪鵠ー栄養士による健康相識

き 2 月25日 13時~15日傘

ところ 大洲市保健セ

対象 40歳以 r_の人

診何でも相識

と 雰 毎日の執務時間中

ところ 火診号機保締官⑬6100

大洲福祉会館岱⑫0947

b不動産無料械設
と き 2月15n 9目、子-16日当ー

どころ 宅縁協会大洲支部

ブヂヱダ花!お 2階、常線開J4

第4期

納期は2月29日

ぃγれ色無料ゴデナc 気軽にご、
科需くだ dい。

炉交通事故機様

とぢ 2月 8日

Z月228

とニろ 市役所部長官 3

診人機相談

と き 2月22El 13!l寺--16許可子

とごろ 社会福祉協議会事務局

修法機相談

き 2月 5日 1311寺--1611二?

とごろ 社会福祉協議会事務局

炉心舵よごと相談

とき 2月 1日、 10、25日

13将 16時

の納税

国定資産税

月h. 山守

s 

後

言己
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